
 

平
成
十
九
年
度
江
戸
川
区
会
計
決
算
の
特
別
委
員
会
が

平
成
二
〇
年
九
月
二
四
日
か
ら
八
日
間
集
中
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
特
別
委
員
会
で
区
議
会
自
由
民
主
党
を

代
表
し
て
総
括
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
ら
れ
ま
し

た
。 

  
[

評
価]  

 

平
成
一
九
年
度
の
決
算
に
対
し
て
評
価
と
し
て
は
、 

 

①
子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
拡
大
、
②
乳
児
養
育
手

当
て
の
充
実
、
③
中
学
校
三
十
二
校
の
普
通
教
室
へ
の

ク
ー
ラ
ー
設
置
、
④
松
江
区
民
プ
ラ
ザ
の
開
設
、
⑤
篠
崎

文
化
プ
ラ
ザ
の
整
備
、
⑥
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
『
え

ど
ね
っ
と
』
の
開
設
、
⑦
安
心
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、

⑧
新
川
千
本
桜
構
想
に
よ
る
整
備
、
⑨
水
辺
の
ス
ポ
ー
ツ

ガ
ー
デ
ン
の
整
備
、
⑩
シ
ャ
ト
ル
セ
ブ
ン
の
運
行
、
⑪
区

役
所
庁
舎
の
窓
口
業
務
の
夜
間
延
長
、 

な
ど
１
１
３
事
業
に
及
ぶ
新
規
・
拡
充
事
業
が
展
開
さ

れ
、
そ
の
成
果
は
多
大
な
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 
[

要
望]  

 

そ
し
て
、
平
成
二
〇
年
度
以
降
に
向
け
て
、
区
議
会
自

由
民
主
党
と
し
て
区
に
対
し
様
々
な
要
望
を
い
た
し
ま
し

た
。
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

①
特
別
区
税
は
、
徴
収
率
の
向
上
の
た
め
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
も
可

能
に
し
て
ほ
し
い
。 

②
「
青
少
年
の
翼
」
事

業
は
、
未
来
を
担
う
青
少

年
の
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
体
験
者
た
ち
の
Ｏ
Ｂ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
、

夢
舞
台
体
験
枠
の
創
設
な

ど
の
新
機
軸
を
。 

③
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
、
迅
速

化
、
高
度
化
に
向
け
て
更

な
る
情
報
処
理
体
制
（
Ｉ

Ｔ
化
）
の
整
備
を
。 

④
住
民
票
等
の
自
動
交

付
機
は
区
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、
駅
前
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
人
が
多
く
集
ま
る
場
所
へ
拡
大
す
べ
き
。 

⑤
商
店
街
は
厳
し
い
状
況
下
で
あ
る
が
、
ア
イ
デ
ア
の
提
供

や
各
地
の
商
店
街
の
成
功
実
例
紹
介
な
ど
さ
ら
な
る
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
。 

⑥
中
小
企
業
対
策
は
、
現
状
を
正
し
く
把
握
す
る
た
め
に
区

職
員
が
事
業
所
や
工
場
等
の
現
場
を
直
接
訪
問
す
る
機
会
を
さ

ら
に
拡
大
す
る
べ
き
。 

⑦
「
エ
コ
タ
ウ
ン
え
ど
が
わ
」
推
進
計
画
の
目
標
達
成
の
た

め
に
も
「
日
本
一
の
エ
コ
タ
ウ
ン
」
実
現
に
向
け
て
本
計
画
の

力
強
い
推
進
を
。 

⑧
要
介
護
度
が
重
度
の
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を

一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
介
護
施
設
の
更
な
る
整
備
を
。 

⑨
一
人
暮
ら
し
の
熟
年
者
対
策
は
、
現
在
の
見
守
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
堅
持
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
も
巻
き
込
ん
だ
更
な
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
。 

⑩
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
住
宅
耐
震
化
助
成
制
度
を
多
く
の
区

民
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
一
般
住
民
向
け
の
説
明
会
な

ど
の
積
極
的
な
開
催
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の
集
合
住
宅
の
合
意
形

成
の
た
め
の
支
援
を
。 

⑪
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
テ
ロ
対
策
や
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
よ
る
災
害
な
ど
も
想
定
し
て
対
処
で
き
る
よ
う
な
体
制
作
り

を
。 

 

⑫
瑞
江
駅
周
辺
の
駐
輪
需
要
の
増

加
に
対
す
る
対
応
を
。 

 

⑬
新
川
千
本
桜
の
整
備
続
伸
と
葛

西
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
支
援

を
。 

 

⑭
小
岩
、
篠
崎
地
区
の
ス
ー
パ
ー

堤
防
は
、
将
来
に
向
け
て
少
し
で
も

堤
防
の
安
全
性
に
問
題
が
あ
れ
ば
、

治
水
能
力
の
向
上
を
。 

 

⑮
独
自
の
不
登
校
児
更
正
シ
ス
テ

ム
の
研
究
を
。 

 

⑯
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え

児
童
・
生
徒
の
弱
点
を
検
証
し
、
学

力
向
上
へ
の
更
な
る
取
組
み
を
。 
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区
財
政
の
健
全
状
況 

 

平
成
十
九
年
度
決
算
を
終
え
て
江
戸
川
区
の
財
政
は
、
左
記

の
よ
う
に
よ
り
健
全
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。 

 
①
区
債
残
高
は
平
成
十
八
年
度
三
五
一
億
円
だ
っ
た
も
の

が
、
平
成
十
九
年
度
に
一
五
九
億
円
減
少
し
て
一
九
二
億
円

に
。 
②
基
金
残
高
は
平
成
十
八
年
度
よ
り
二
三
億
円
増
加
し

て
九
一
六
億
円
に
。 

③
区
の
経
常
収
支
比
率
は
、
平
成
十
一

年
度
の86.8

％
を
ピ
ー
ク
と
し
て
比
べ
る

と
十
九
年
度
は16.6

ポ
イ
ン
ト
改
善
さ

れ
、70.2

％
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
二

三
区
中
三
番
目
に
良
い
経
常
収
支
比
率
で

す
。 

 

ま
た
、
本
年
か
ら
一
般
に
公
開
す
る
こ

と
に
な
っ
た
、
実
質
赤
字
比
率
や
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
の
す
べ
て
の
指
標
は
、
政
令
で

定
め
ら
れ
て
い
る
早
期
健
全
化
基
準
の
数

値
と
比
較
し
て
も
大
き
く
良
好
な
数
値
と

な
っ
て
い
ま
す
（
上
表
）
。
こ
う
し
た
健

全
な
指
標
を
今
後
も
継
続
し
て
い
け
る
よ

う
、
区
財
政
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 
 第

三
回
定
例
会
で
の
議
案
内
容 

 

平
成
二
〇
年
九
月
十
七
日
か
ら
第
３

回
区
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
で
平
成
二
〇
年
度
の
一
般
会
計
補
正

予
算
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。
前
回
の
第
二

回
定
例
会
の
約
六
億
円
規
模
の
補
正
に
加

え
、
一
億
七
七
三
一
万
円
の
予
算
が
新
た

に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
主
に
、
総
合
体
育

館
の
敷
地
拡
張
用
地
取
得
費
用
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
間
予

算
総
額
は
一
九
八
五
億
円
一
一
三
二
万
円

と
な
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
補
正
予
算
の
な
か
に
土
木
費
（
土

木
計
画
事
務
費
）
と
い
う
項
目
で
、
自
転

車
利
用
の
社
会
実
験
の
た
め
の
調
査
研
究

費
一
〇
五
三
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
第
二
回
定
例
会
で
私
が
質
問
し
た
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル
事
業
」
の
質
問
へ
の
回
答
結
果 

に
よ
る
も
の
で
、
実
際
に
江
戸
川
区
で
導
入
し
た
と
き
の
需

要
予
測
な
ど
の
調
査
を
委
託
す
る
た
め
の
費
用
で
す
。 

  

そ
の
ほ
か
に
、
①
感
染
症
の
診
査
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正 

②
陸
上
競
技
場
の
改
修
工
事
の
請
負
契
約
先 

③

上
一
色
中
橋
架
替
工
事
の
請
負
契
約
先 

④
新
川
橋
架
替
工

事
の
請
負
契
約
先 

⑤
区
立
み
ん
な
の
家
の
指
定
管
理
者
の

指
定 

⑥
区
立
障
害
者
支
援
ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定 

⑦
区
立
さ
く
ら
の
家
の
指
定
管
理
者
の
指
定 

な
ど
が
決
ま

り
ま
し
た
。 

  
 

「
借
換
融
資
制
度
」
を
新
設 
 

原
油
・
原
材
料
費
の
高
騰
か
ら
売
上
げ
・
収
益
が
減
少
し

て
い
る
企
業
で
資
金
繰
り
が
悪
化
し
て
い
る
な
か
、
世
界
的

な
金
融
不
安
か
ら
従
来
の
金
融
機
関
の
融
資
姿
勢
も
厳
し
く

な
り
だ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
区
と
し
て
も

区
内
の
企
業
に
対
し
て
何
ら
か
の
支
援
制
度
を
制
定
す
べ
き

と
の
こ
と
で
、
既
存
の
斡
旋
融
資
制
度
に
加
え
、
借
換
融
資

制
度
を
本
年
十
一
月
か
ら
実
施
い
た
し
ま
す
。 

 

対
象
者
は
、
区
の
斡
旋
融
資
利
用
者
で
借
換
に
よ
り
返
済

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
企
業
で
、
融
資
額
上
限
は
一
二
五
〇
万

円(

既
存
債
務
＋
五
百
万)

で
す
。
返
済
期
間
一
〇
年
で
す
。
受

付
期
限
は
平
成
二
一
年
三
月
末
ま
で
で
す
。 

 

手
続
き
お
よ
び
詳
し
い
内
容
に
関
し
て
は
、
区
役
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

【
報
告
】
一
之
江
第
二

小
学
校
体
育
館
の
床
補
修 

 

以
前
よ
り
老
朽
化
で
問
題

視
さ
れ
て
地
域
の
皆
様
か
ら

陳
情
が
あ
っ
た
、
一
之
江
第

二
小
学
校
体
育
館
の
床
補
修

工
事
が
終
了
し
、
地
域
の
皆

様
の
声
に
お
応
え
で
き
た
こ

と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

  
 

略歴 

  昭和４２年３月１３日 

  江戸川区一之江生まれ 
 

一之江小学校、松江第五中学校卒業 

東海大学付属浦安高等学校卒業 

東海大学文学部英文科卒業 

平成１２年 社団法人東京青年会議所 理事・政治行政室室長 

平成１５年 江戸川区議会議員初当選(現在２期目) 

現   在 区議会自由民主党 副幹事長 

      議会運営委員会 理事 

      生活振興環境委員会 副委員長 

      自由民主党江戸川総支部 事務局長 

                   「緊急経済対策」の実施決定 

 

 
※これらの数値の算出方法については江戸川区のHPをご覧ください。基準より少ない数値がよい方向となります。 

  実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 

江戸川区の比率（％） －４．３８ －５．８２ １．７    １０９ 

早期健全化基準（％） １１．２５ １６．２５ ２５．０ ３５０．０ 

第３回定例本会議開催 ～江戸川区の健全財政が明らかに  

 

改修後、きれいになりました 


